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Stern, 1871-1938）の示す発達段階を参考に、発達段階を 0 歳から 6 歳の第 1 期、6 歳から 12 歳の第 2
期、12 歳から 18 歳の第３期、18 歳から 24 歳の 4 段階に分けた。本研究で扱う「子どもの家」に通う




2 日常生活領域、感覚領域、数領域、言語領域、文化領域の 5 領域。ただし、領域にまたがって実施さ








































































 研究に取り組むにあたり、筆者は 4 回にわたりドイツにおいて文献調査を行い（2017 年
9 月、2018 年 3 月、2018 年 9 月〜10 月、2020 年 1 月〜2 月）、資料を収集した。 
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für Rhythmus, Musik und Körperbildung）が設立されただけでなく、ベルリンにはベル
リン・ダルクローズ学校（Dalcroze-Schule-Berlin）、マリー・アダマ・ファン・シェルテ
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1962）は、「音楽を伴う、音楽を通した全人教育」（Erziehung zur Menschlichkeit mit und 
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 そして 1928 年、音楽による教育改革を推し進めたケステンベルクによって、幼稚園お
よび保育所の課程において初めて「音楽育成」が打ち出された。これを受け、ベルリンで
は、幼稚園における音楽育成について究明するための初の試みとして、1929 年に第 1 回
「幼稚園における音楽育成に関する集会」（Ⅰ. Tagung „Musikpflege im Kindergarten“）
が開催されたのである。 
 
（２）第 1 回「幼稚園における音楽育成に関する集会」の概要 
 第 1 回「幼稚園における音楽育成に関する集会」は、1929 年 4 月 3 日から 5 日まで、
ベルリン中央教育研究所の主催によって、3 日間にわたり開催された。全部で 11 の講演が






































                                                   
105 Zentralinstitut für Erziehung und Unterricht in Berlin (Hrsg.), Musikpflege im Kindergarten 










 講演タイトル 講演者 
講演 1 「幼稚園における音楽」（„Musik im Kindergarten”） Martha Abicht 
講演 2 「幼少期における歌と言語」（„Singen und Sprechen in den ersten Lebensjahren“） Professor Dr. Georg Schünemann 
講演 3 「幼稚園における音楽」（„Musik im Kindergarten”） Julius Goldstein 
講演 4 「子どもに対するオーケストラレッスンの一般的な影響」 
（„Allgemeine Wirkung der Orchesterstunde auf die Kinder“） 
Getrud Pincus 
講演 5 「幼稚園におけるリトミック教育」 
（„Rhythmisch-musikalische Erziehung im Kindergarten“） 
Charlotte Blensdorf 
講演 6 「歌の入門書とその実際の使用」（„Die Liederfibel und ihre praktische Anwendung“） Heribert Grüger 
講演 7 「子どもの民謡」（„Das Volkskinderlied“） Professor Fritz Jöde 
講演 8 「幼児の音楽的な感覚の発達」 
（„Entwicklung des musikalischen Sinnes beim Kleinkind“） 
Oberregierungsrat 
Richard Wicke 
講演 9 「幼稚園における音楽と幼稚園教師の音楽的養成」 
（„Musik im Kindergarten und die musikalische Ausbildung der Kindergärtnerin“） 
Studienrätin  
Caecilia Maria Geis 
講演 10 「知的、精神的に遅れのある子どもへの音楽の影響」 
（„Der Einfluß der Musik auf geistig und seelisch gehemmte Kinder“） 
Dr. K. Isemann 
講演 11 「音楽の治療成果」（„Die Heilwirkung der Musik“） Lucy Corvinus 
 




      Zentralinstitut für Erziehung und Unterricht in Berlin (Hrsg.), Musikpflege im Kindergarten (Leipzig: Verlag von Quelle &  





（３）Musikpflege im Kindergarten の検討 
 11 の講演を概観すると、その内容は大きく次の 4 つに分類することができる。 
  １．幼稚園における音楽教育の理念 
  ２．子どもの音楽的発達 
  ３．音楽的な活動の方法論 















見解の 2 つに分け検討する。 
 
①内容および方法に関する見解 
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 講演 11 では、発達遅滞や精神的に困難のある子どもたちへの音楽の療育的作用につい
て、基本的な成果が次の 9 点にまとめられている125。 
 
  １．音楽は（子どもに）、身体的・精神的な平穏と緊張緩和をもたらす。 
  ２．音楽は（子どもに）、身体的・精神的な活性化をもたらす。 
  ３．音楽への興味を通して、子どもは欲求行動を避けることができる。 
  ４．演奏表現への活発な取り組みによって子どもは、望ましくない衝動的欲求を、特 
  に運動的観点において、洗練することができる。 
  ５．音楽を通して、声の形成と言語表現能力に好ましい影響を与えることができる。 
  ６．音楽は、（子どもの）共同体感覚（Gemeinschaftssinn）を育成する。 
  ７．音楽は、（子どもの）注意深さ、集中力、記憶力、概念形成といった知的な資 
  質・能力を高める手段となりうる。 
  ８．音楽は、子どもの想像力（Phantasie）を豊かにし、創造力（Gestaltungskraft） 
  を高める。 
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に適用された科学的教育学の方法』（Il Metodo della Pedagogia Scientifica applicato 











された科学的教育学の方法』が、『幼児期の自発的な教育』（Selbsttätige Erziehung im 
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 このような状況下で、モンテッソーリ教育はドイツにおいて新しい教育メソッドの 1 つ
として紹介された訳であり、ヴァイゲルトの論文や 初のモンテッソーリの訳本に触発さ


































による「 初の」教育的試み147が、イーダ・ホーエネムザー（Ida Hohenemser, 1866-1920）
によってマイニンゲンで始められた。裕福な銀行家の名家に生まれ、子ども好きであった
ホーエネムザーは、ドイツ生まれの教育者でありフレーベル教育の後援者でもあった叔母、
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の第 1 党であり、教育の民主化および質的な拡充を推進していた SPD 党員であるととも
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 1919 年 5 月、彼らはまずベルリン＝ランクヴィッツにモンテッソーリ教育を取り入れ
た民衆幼稚園を開設し、同年 11 月には、グルンヴァルトを発起人の 1 人としてモンテッ
ソーリ教育の専門家たちの団体である「モンテッソーリ委員会」（Deutsches Montessori 
Komitee）を設立した。そして 1921 年 4 月から 7 月にかけてロンドンで開催されたモン
テッソーリ主宰の教師養成コースに参加したグルンヴァルトがベルリンに戻るのを待って、
















ンテッソーリ教育は認知され、関心を集めるようになったのである。そして 1921 年 11 月
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 1923 年 11 月、レンテンマルクの導入によってインフラが沈静化し、経済の復興が急速
に進むと、モンテッソーリ委員会とドイツモンテッソーリ友の会は次第に自ら資金を調達
することが可能となり、1924 年 4 月にはベルリン北部のレオポルトプラッツに 2 校目と
なる「子どもの家」を設立した。そして翌 1925 年には、モンテッソーリ委員会とモンテ
                                                   










 モンテッソーリ委員会や DMG による教師養成コースは 1923 年以降も断続的に開講さ
















                                                   













ち始め、1931 年 1 月、モンテッソーリは支持者とともに「ドイツモンテッソーリ教育協




はより活発化し、興隆を極めることになった。しかし 1933 年 1 月、ナチズムの台頭によ
ってそれらは全て中断されることになる。政権を握った国家社会主義ドイツ労働者党
（Nationalsozialistische Deutsche Arbeiter Pertei）によって教育実践そのものが禁止さ
れたことが中断の直接的な要因ではあるが、当時のドイツにおいて、モンテッソーリ教師
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164 Hildegard Hosterbach, “Musikalisches Lernen in der Montessori-Pädagogik,” in Harald Ludwig 












記録を、1921 年 11 月 1 日から 1922 年 4 月 4 日までの期間にわたって「あるモンテッソ
ーリ教師の日記」（„Tagebuch einer Montessori-Lehrerin“）として残している。 
 民衆幼稚園であったこの「子どもの家」は、労働者階級の 3 歳以上の就学前の子どもた


























   何人かの子どもたちが、取り組んでいた「お仕事」（Arbeit）を終えて、片付け始め 
  ていることに気付いたので、私はピアノの前に座って演奏を始めた。 初の小節から 
  音楽に耳を傾ける子どもはほとんどいなかったが、音楽に気付いた子どもたちは次々 
  と線上に立ち、それに合わせて歩き始めた。子どもによっては、小さな鐘（Glöckchen） 
  や小さな旗（Fähnchen）を取ってきて、熱心に練習に取り組んだのである。166 
 
   子どもたちの活動への集中が途切れたのを見て、私はピアノのところへ行った。す 




                                                   
165 Elsa Ochs, “Tagebuch einer Montessori-Lehrerin,” in Maria Montessori (u.a.), Die Lebensschule, 
(Berlin: C. A. Schwetschke & Sohn, 1923), pp. 34-60. 
166 Ibid., p. 48. 









  1921 年 11 月 4 日 
   今日、初めて私たちは、子どもたちが既に興味を示していた床の線を歩く練習をし 
  てみた。この練習は、子どもたちの興味を大いに引いた。（中略）私は、ピアノでマー 
  チを弾いてみたが、誰もそれに対して反応しなかった。差し当たり、このメロディー 
  で続けてみようと思う。 
  1921 年 11 月 8 日 
   音楽が聞こえている間、子どもたちはより注意深くなり、乱雑な様子はあまり見ら 
  れなくなる。（中略）リズム運動で子どもたちは手や足で、はっきりとリズムを取ろう 
  とし始めるが、ギャロップを弾いてみると、そういった動きの兆しは見られなくなる。 
  1921 年 11 月 26 日 
   自由の中で過ごす中で、様々な有機的な試みを行っている。（中略）今日は音楽の時 
  間のために床に線を引いていたら、子どもたちが私を眺めるために、椅子をもってき 
  て座った。そこで私は、皆で歌うことを提案したが、彼らは喜んで歌った。その後、 
  彼らは線上を歩いたが、何人かの子どもたちがこの練習の中で、リズムを感じ取ろう 
  とし始めた。特にシュテファンは、ギャロップのリズミカルなリズムに合わせて飛び 
  跳ねた。 
   残念なことにアンナはときどき、不穏になることがあるが、このところ、彼女の良 
  いキャラクターが時折見えることがある。例えば、私が音楽的な活動で使う部屋へた 
  だカーテンを閉めにいっただけで、床に線を引くためのチョークをもってすぐ走って 
72 
 
  やって来るようになった。 
  1921 年 11 月 29 日 
   子どもたちは線の上を歩くとき、注意深く、楽しげに歩いている。（中略）彼らはま 
  だ、そのリズムをきちんと聴き取れてはいないが、リズムに惹きつけられている。 
  1921 年 12 月 2 日 
   線上でのリズムの練習はまだ、リズミカルな動きまでには至っていない。何人かの 
  子どもは曲の出だしのテンポに反応し、生き生きとしたマーチのリズムに乗って歩い 
  ている。 
  1921 年 12 月 18 日・19 日 
   音楽のもとで子どもは、異なったリズムを聴き分け、それを強調して動こうとし始 
  める。そうしているうち、ヘトヴィクが突然、リズムに合うジャンプを始めたが、他 
  の子どもはまだ彼のようにはいかない。 
  1922 年 1 月 13 日・14 日 
   私がとてもゆったりとしたテンポで弾くと、子どもたちはそのリズムを聴き取って 
  ゆっくり歩き始める。つまり、タンブリンを用いた練習が成果につながったのだ。し 
  かし、ハンスやヨアヒム、スージィのように聴覚が育っていないように見られる子ど 
  もたちもいる。一方で以前、タンブリンに対して抵抗を示していたヘルベルトが、リ 







                                                   












 ベルリン＝ランクヴィッツの「子どもの家」が資金不足によってわずか 1 年で閉鎖に追
い込まれた約 4 ヶ月後、児童福祉局からの場所の提供およびオランダモンテッソーリ友の
会からの経済的な援助を受け、モンテッソーリ委員会とドイツモンテッソーリ友の会が
1923 年 2 月 1 日に設立し、教育実践を再開したのがベルリン＝ヴィルマースドルフの「子
どもの家」である。この「子どもの家」では、ランクヴィッツで子どもの指導に携わって
いたオックスが責任者として指導にあたった169。 
 この「子どもの家」はランクヴィッツと同じく、労働者階級の 3 歳以上の就学前の子ど
もたちを対象とし、当初は 9 時から 12 時ごろまで、すなわち半日保育を実施する施設と
して運営された。設立時には 15 人の子どもたちが登録されたが、次第に増え、1 年後には
平均して 34 人から 38 人の子どもたちが在籍するようになったのである170。そして、ドイ
ツの経済的な復興によって資金調達が可能となった 1928 年には、8 時から 17 時までの全
日保育も実施されるようになったのであった171。 
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Education, op. cit., p. 240. 
170 Elsa Ochs, “Von dem »Haus der Kinder« in Berlin-Wilmersdorf: Aus dem Tagebuch der Leiterin,” 
in The Call of Education (1924): Vol. 1 No. 2, p. 142.  














   冬になって、線上での練習、すなわち平衡練習やリズム練習がより正確にできるよ 
  うになってきた。 近の成果は、午前の終わり頃になると、毎日のように子どもたち 
  がリズム運動のための音楽をピアノで弾くようにせがんでくるようになったことであ 
  る。子どもの家で子どもたちの様子を目にする人は誰もが、子どもたちがこの練習に 
  喜び（Freude）と熱意（Begeisterung）をもって取り組んでいることを知ることが 
  できるのである。また、大人にとっても、子どもたちがこの練習を通して優雅に振舞 
  ったり、一日一日とリズムや拍子に合わせて動くことができるようになるのを見るの 
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in The Call of Education, op. cit., pp. 135-142. 













 1923 年にモンテッソーリ委員会によって 初に開講されたドイツ独自の教師養成コー
スを修了したシュテルンが、ベルリンから 300km ほど離れたブレスラウに 初の「子ど
もの家」を開設したのは 1924 年のことであるが174、この「子どもの家」は、「中流階級の
子どもたちを対象とする子どもの家」（Mittelstandskinderhaus）175として設立されたの








                                                   
174 Käthe Stern, Methodik der Täglichen Kinderhauspraxis, (Leipzig: Verlag von Quelle & Meyer, 
1932), p. 15. 
175 Ibid., p. 16. 





 シュテルンは、ナチズムの台頭によってモンテッソーリ教育が中断される 1 年ほど前に、











 シュテルンの記述から、平衡の練習およびリズムの練習は 10 時半から 15 分間、音楽の
練習は 12 時から 30 分程度、毎日行われていたことが分かる。また、「傾聴」の活動につ







                                                   
177 Ibid., pp. 120-121. 



















                                                   
179 Ibid., p. 126. 









   Käthe Stern, Methodik der Täglichen Kinderhauspraxis, (Leipzig: Verlag von Quelle Meyer, 1932), p. 16. 
 
       
 
 
表４−1 「中流階級の子どもたちを対象とする子どもの家」における日課表 作成者：東屋敷尚子 
表２−１  第 1 回幼稚園での音楽による音楽育成に関する集会のプログラム 作成者：東屋敷尚子



























                                                   
181 Ibid., p. 116. 
182 Loc. cit. 


























                                                   
184 Ibid., pp. 121-122. 
185 Ibid., pp. 122-127. 






















































                                                   
187 Ibid., p. 132. 
譜例４−１ 
出典：Käthe Stern, Methodik der Täglichen Kinderhauspraxis, (Leipzig: Verlag von Quelle & Meyer, 1932),  
      p. 123. 
 
 































出典：Käthe Stern, Methodik der Täglichen Kinderhauspraxis, (Leipzig: Verlag von Quelle & Meyer, 1932),  
      p. 124. 
 
 




出典：Käthe Stern, Methodik der Täglichen Kinderhauspraxis, (Leipzig: Verlag von Quelle & Meyer, 1932),  
      p. 124. 
 
 





























                                                   
188 Ibid., p. 125. 
譜例４−４ 
出典：Käthe Stern, Methodik der Täglichen Kinderhauspraxis, (Leipzig: Verlag von Quelle & Meyer, 1932),  
      p. 125. 
 
 





























                                                   
189 Ibid., pp. 127-128. 
譜例４−５ 
出典：Käthe Stern, Methodik der Täglichen Kinderhauspraxis, (Leipzig: Verlag von Quelle & Meyer, 1932),  
      p. 126. 
 
 















 この活動において使用する楽曲は、主に子どものための曲集、Der Musikant192の第 1 巻
から選ばれることが多かった。この曲集は、改革教育運動期のドイツにおいて活躍した音
楽教育実践家イェーデによって編纂された子どものための曲集であり、全 6 巻で構成され
る。使用された第 1 巻は、子どもの歌と動きを伴う遊び歌（Kinderlieder und Spiele）が
収録されたものである。その中で、子どもたちが特に頻繁に演奏することを望んだ楽曲と
して《全部の私のお洋服 Alle meine Kleider》（譜例４−６）、《Nicolauslied ニコラウスリ






                                                   
190 Ibid., p. 127. 
191 Loc. cit. 



























                                                   
193 Käthe Stern, Methodik der Täglichen Kinderhauspraxis, op. cit., p. 128. 
194 Loc. cit. 
譜例４−６ 
出典：Fritz Jöde (Hrsg.), Der Musikant 1. Heft: Kinderlieder und Spiele, (Wolfenbüttel: Zwißler Verlag,  












 音楽の練習の中で 後に、子どもたちは合奏の活動に取り組んだ。 
 まず子どもたちを 3 つのグループに分け、長方形の三方に座らせる。子どもの中から指
揮者（Kapellemeister）を選び、指揮者役の子どもは真ん中の小さな足台の上に立つ（次
頁の図４−１参照）。 















                                                   
195 Ibid., pp. 128-129. 

























りとした練習を充分に行うことによって、子どもが「音楽との繋がり」（Kontakt mit der 
Musik）をスムーズに獲得し、「創造的な活動」（das schöpferische Schaffen）に取り組め
                                                   
197 Ibid., p. 126. 
図４−１ 作成者：東屋敷尚子 
出典：次の史料を訳出の上、作成した。 
   Käthe Stern, Methodik der Täglichen Kinderhauspraxis, (Leipzig: Verlag von Quelle Meyer, 1932), p. 16. 
 





























                                                   























                                                   
199 Hildegard Hosterbach, “Musikalisches Lernen in der Montessori-Pädagogik,” in Harald Ludwig 
(Hrsg.), Impulse der Reformpädagogik: 11, op. cit., p. 62. 
200 藤尾かの子「M.モンテッソーリの音楽教育観の変遷」、『モンテッソーリ教育』 第 49 号、2016
年、90 頁。 
201 Hildegard Hosterbach, “Musikalisches Lernen in der Montessori-Pädagogik,” in Harald Ludwig 
(Hrsg.), Impulse der Reformpädagogik: 11, op. cit., p. 86. 
202 Maria Montessori, La scoperta del bambino, op. cit., p. 88. 


























                                                   
204 Maria Montessori, “Aufbau der Person durch die Organisation der Bewegung”(1932), in Winfried 
Böhn (Hrsg.), Maria Montessori: Texte und Gegenwartsdiskussion, (Bad Heilbrunn: Verlag Julius 









































開に着目し、その特徴を明らかにした。18 世紀後半に起こった 2 つの革命はヨーロッパ社
会に近代社会をもたらすとともに、子どもを取り巻く環境にも大きな変化をもたらした。
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さったミュンスター大学名誉教授の Harald Ludwig 先生、文献調査や実践調査に快くご
協力いただきました Ingrid Rudolf-Gissel 先生を始めとする DMG の先生方には、本当に
お世話になりました。遠い日本からではありますが、御礼申し上げます。そして何より、
ドイツ滞在中にいつも私を支えてくださった Scholer 一家には、感謝してもしきれません。
長期留学をすることなく、日本を拠点としながら充分な資料を収集することができたのは、
ご家族の皆様のおかげです。本当にありがとうございました。 
 また、5 年ぶりに研究室に戻ってきた私をあたたかく迎え、多くの助言や励ましをくだ
さった研究室の皆様を始め、この研究を通してたくさんの方に出会うことができました。
皆様と出会い、支えていただいたことで、 後まで楽しく、喜びをもって研究を進めるこ
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とができました。心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 
 後に、長い学生生活をあたたかく見守り、辛抱強く支え、応援してくれた両親に感謝
の意を表します。 
